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怒第 19回研究会は大阪歯大. /11原容幸氏。観世岳

によ Pましたa 重量集した会員散 .!2名，会員外 98

名で盛会でした。会場が立訳すぎて閑散な入!JCO感

じにな Dましたが，スライド映写効果は川原氏が御

自慢なさpだげの乙とはあPました。

~第 20 園組紙培養学会は，伝研 腸田甫氏の御世

話で 10月中匂東京陀於てひらかれる予定です。

シンポジウム潰題“癌と組融培聾・

~東地区幹事，勝目甫，臭村秀夫，佐麗温重，高岡

聡子， 西地区幹$.黒田行昭，佐麗ニ!.!Ih喜多村

勇，高木良三却の方々が相駿の結果，民の事が決D

ました。①ピブリオグラフイーの学会発表抄録。怪

に，発表。時産是を務められた方々の:::.メンートを暗ー

せる。.

理由は，討盟修正され文，新しい方向づけC念され

た場合等を洩らさず.正砲を期するため。

①末年を以て， 8本組織培聾学会は 10周年を迎え

る乙とと念 Dました。

記念事業を何かしたいものですが，此の会員通信も

そのーっとして始める乙とに念 Dました。

4 0オ以上は幹事陀選挙される資格をもたぬからで
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すe 今回。新入会員は次の脂氏です。経本撞雄

ツプ， 811也ヨ

(武田薬品研究所) 螺良接彦(奈良医大荷理)
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怒 新入会員は，生年月日の御記入をお忘れな<~ 

EV与~~ ': 

~t-. 

事~ ..:;，" 

.!J<I':::';' 
?武

本国昭博〈東邦大産婦人科) 揖本長(東邦

11 "t" 11 園ヲ
大解剖) 耳百四郎〈東京歯科大生理)

務岡村和弘，安野淳一，吉田埠，外松茂太郎

以よ諸氏。住所を御存知の方は，品川区よ大崎長者

丸予研.臭村秀夫氏迄御連絡下さL、。第 18回研究

会場で.会員外陀も拘らず会費を納入念さった賭民

です。逗金致します。

話器 T1ssue cultur9 stud1es 1n jap8.o， The 

a.nnual. Bibl1ography， 1 964，出版案内がお

届げしてゐ Dます。会員，非会員を聞はず，尭表島

文，学会報告，何れもお送D下さいe

第 17， 1 8図研究会発表coat演要旨は，夫々井上幸

重氏。，吉田俊秀氏宛お送D下さL、。

義援歯科領域医おげる組織培養の応用。之は文部省の

露合研究涯の題名ですが，歯科領域でも大いに担鼠

培聾が活用されて居Dます。歯科基礎医学会の中に

Paramddting Q.)形をと!J7tがら組蝕培聾Cつどい

を 1962年以来，年 1回づつもたれて居Dます。

(個人通信〕

話芸 Iut9rn8.t1onal Academy ot cral 

pathology-3rd Internat10nal conference 

(sept，lーム 1965 )陀出席のため大阪歯大，川

原容章氏がメルボルン陀行かれます。

b101og1cal test of dental mater1als by 

menas o! tissue culture 1n v1troが，笹

地で高《肝価1されて居Dます。

慾培養学会のゐ D方について文個人通信等お寄せ下

さb、。

文責喜多村・佳麗


